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　　　　　　　　　　　　　　 【要　約 】

　本研究で は、コ ミ ュ ニ テ ィ にお け る コ ン フ リク トを解 消す る た め の 「対話」

の特微 に つ い て 、 横浜市磯子 区 に お い て 実施 さ れ て い る 『地域 猫』 活 動 を事

例 と して 取 り上 げ 、 検討 を行 っ た。磯 子区 で は、地 域 の野 良猫問題 へ の 対策

と して 、住 民が 話 し合 い を通 して 猫 の 飼育方法 に 関す るガイ ドライ ン を作 成 ・

遵守 し、 地域住民 と猫 と の 共生 を果 た して い る 。

　本 稿 で は 、 こ れ ら の 取 り組み を、猫 をめ ぐる社会 問題 の 構築 過程 と して

捉え、検 討 を行 っ た 。 具体 的 に は、ガ イ ドラ イ ン 制定 の た め の 住民集会の

議事録 ガイ ドラ イ ン制定 前後 に 推進 団体 が 発行 したニ ュ
ー ズ レ ター

を分

析 した。

　分析の 結果、ガ イ ドライ ン 制定 前の 住民集会の 議事録 に は、「『地域 の 問題』

と して の 野良猫問題」とい う社会 問題が構築され る 過程が 見 出され た 。

一 方 、

ガイ ドライ ン 制定後 は、 『地 域猫』 活動を 行 う ボ ラ ン テ ィ ア の 紹 介等 を通 し

て 、 周辺 住民 の 視点が 示 され、『地域猫』 をめ ぐる 「問題 」の 再構築が 行わ れ

た こ とが 示 され た。

【キ ー
ワ

ー
ド】

地域 猫， ボ ラ ン テ ィ ア ，対話， 社会問題 の 構築

1−1 は じめ に ：都市 にお ける人 と動物の 共生 1）
をめ ぐっ て

　近 年、都市 にお ける動物 との 共 生 に つ い て 、様 々 な 問題が指摘 され て い る 。

特 に、ペ ッ トと人 間 との 関係 につ い て は 、 そ の 飼育方法をめ ぐ っ て 、 しば し

ば トラ ブル が 発生 して い る 。 人 と動物 の 関係に関す る 研究の 概 説書 に も 、 都

市で ペ ッ トを飼 育す る こ とを め ぐる 問題 の 具体 的な 事例 が 挙 げ られ て い る

（例 えば、Katcher＆ Bcck
， 1983；Beck ＆ Katchcr，1996）。 例えば 、

　Beckと Katcher

（1996）は 、
「都市に暮 らす 犬」 と い う章題 で 人 畜共通感染症 の 対 策、 ペ ッ ト

飼育 をめ ぐる 法律の 整備、公 園な どの 環境整備、ペ ッ トを多頭 飼 育 す る 「動

物中毒 者」 の 問 題 、 ペ ッ ト問題に 関す る衛 生局 と動物 愛護団体 の 意義 ・重要

性 な どを議論 して い る 。
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　都市 に お ける ペ ッ ト飼育は、マ ン シ ョ ン の よ うな 集合住宅 に お け る トラ ブ

ル の 事例が 多い （例えば、 片桐 ，
1992，1993）。 これ らの 事例で は 、分析対 象

は しば しばマ ン シ ョ ン の 敷地内にお ける飼 育動物の 管理 が 問題 とな っ て お り、

当該 マ ン シ ョ ン を含む 地 域 内で 発 生す る で あ ろ う様 々 な 問題 につ い て は 、

明 示 的 に 取 り扱 わ れ て い な い 。 また 、分析 の 対 象 と して 、主 に集合住宅 の

管理 をめ ぐる法的問題 に 焦点が 当て られ る こ とが 多い （例えば 、 宮田 ，
2001；

長尾 ，
2001）。

　法的な観点以外か ら研究 を行 っ た 数少な い例と して 、新島 （2002） が挙 げ

られ る 。 新 島は 、 ペ ッ ト飼 育禁止の マ ン シ ョ ン に お い て 、ペ ッ トを飼育 して

い る飼 い 主た ちが 直面す る 苦悩 につ い て 、主 に 「社 会 問 題 の 構築」 を理 論的

な基礎 として 議論 を行 っ て い る 。 しか し、 こ の 研究は 、ペ ッ ト飼 育者の 苦悩

に 焦点が 当て られ て お り、 ペ ッ ト飼 育者 と非飼 育者 との 間で 生 じる コ ン フ リ

ク トやそ の 解 消につ い て は 、 直接的 に は検討され て い な い 。

　 こ う した状 況 は 、 人 間 の 側か ら見 た問題だ けで な く、 ペ ッ トに と っ て も問

題 とな っ て い る 。 そ れ が 、ペ ッ トの 殺処分問題で あ る （例 えば 、宇都宮 ，
1999）。

飼 い 主が ペ ッ トを遺棄す る 理 由は 様 々 で あ るが 、い ずれ に して も、人 間の

都 合で 動物 の 生 命が 奪 われ て い る とい う事態 は看 過で きな い で あ ろ う 。 ま

た、実際 に殺処 分 を行 う行 政職 員 ら も 、大変 な ス トレ ス に さ ら され て い る

（松浦 ，2001）。

　以 上 の よ うに 、都市 に お ける ペ ッ ト飼 育は、人 間 ・動物双 方 に と っ て 、様々

な問題 を引き起 こ して い る。こ れ らの 問題 に対 す る と りあ えずの 対応 と して 、

例 え ば 、 Beck と Katcher （1996） は 、
「動物 の 重 要性 に つ い て 人 々 を 啓蒙」

す る こ とや 、 「本質的な情報を 活用 して 、 命 を尊 ぶ こ と の 重要性 を教 え る こ

と」 等 を挙げて い る 。 こ の 言説は誤 りで はな い だろ うが 、
こ こ には、ペ ッ ト

嫌悪派の 声は含 まれ て い な い 。 こ うした主 張で は 、 「動物 は （人 間 に とっ て ）

良い もの で あ る 」とい う前提が、（ペ ッ ト擁護派 によ っ て ）無条件 に 是 と して

議論が進め られ て お り、 都市に お けるペ ッ ト飼育をめ ぐる コ ン フ リク トを解

消す るため に 不 可欠な 「対話」 の 姿勢が薄 らいで い る よ うに 見受け られ る 。

　 こ う した 中 、 コ ミ ュ ニ テ ィ 内で の ペ ッ トをめ ぐる 葛藤 を う ま く調整 し なが

ら、地域 に お い て 、人 と動物 との 「共 生 」 を 図 っ て き た 事例が あ る 。 そ れ が 、

『地域猫』 活動で あ る。 『地 域猫』 に つ い て 、そ の 先駆事例 で あ る横浜市磯子

区 で は 、「の ら猫 をエ サ の 管 理 、 不 妊去勢手術の 徹底、 フ ン の 清掃 、 周辺美化

な ど地域 の ル
ー

ル に 基づ い て 適切 に飼育管 理 し 、 の ら猫 の 数 を 今以 上 に増や

さな い で 一 代限 りの 生 を全 うさせ る こ とで 周辺住民の 認知が 得 られ た猫の こ

と」と定義 づ けて い る 。 地 域 で の 猫 の飼育方法につ い て の 取 り決 め で ある 「磯
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子 区猫 の 飼 育ガ イ ドライ ン」 （横浜市磯子 区役所衛生課 ，
1999）で は、地域で

暮 らす猫に つ い て 、次 の 3 つ に分類 して い る。

（1）飼育猫 ：飼 い llと居住場所が 明確 で あ り、主 に特定 の 人か らえ さ を も ら

　　い 生活 して い る猫

（2 ）ホ
ー

ム レス 猫 ：特定 の 飼 い主が な く、地 域 に住み つ き人か らエ サ を も ら

　　い 生活 して い る 猫

（3 ）地域猫 ：ガ イ ドライ ン に示 され て い る 「飼 い 主 の 遵 守 事項 （ホ ーム レス

　　猫の 場合）」 に 従 っ て 、 地域で 適切飼育管理 され た猫

　要する に 、 『地 域猫』 とは 、飼 い 主 の 不 明確な 猫 （ホー
ム レス 猫）の うち 、

地域で 飼 い 方 を決 めて 世話を され て い る猫 、 の こ とを 指す 。磯子 区 で は、1997

年か ら様 々 な 取 り組み を行 い 、 『地域猫』 活動 を展 開 して い る。

　日本で 最 初の 『地 域猫』 活動の 立役者の 1 人で もある 黒澤 （1999）は、 「野

良猫 を排除する こ とで 解決す る の で はな く、猫の 問題 は地域 の 問 題 で あ る と

の 共同認識を持 ち、行 政 と地域住民 が
一体 と な っ て 共生 で きる た め の 各 種活

動 を実施 し 、 地域 ぐる み で 問題解決 に 取 り組」む こ とを、強 く主 張 して い る 。

また 、「地 域の 人間 関係 をい か にス ム ー ズ に して い くか に よ っ て 地 域で 動物 と

共 生で き る か どうか が 決 ま っ て くる」「も っ と地域で 話 し合 い 、こ こ に猫 が い

て もい い の で はな い か 、こ の 地 区 に は動物 が い て もい い だ ろ う、 と い う認 識

が あ れば 、動物 は 人 間社 会 と共 生で き る」 と も述 べ て い る。 い わ ゆる猫 トラ

ブル を、単に猫好 きな人の 飼 い 方の 問題で は な く、地域 の 問 題 と して 捉え、解

決 を試 み て い る 点で 、磯子 区 で の 実践 は、大変興味深 い 事例で あ る と言え る。

また 、 磯子 区 の 取 り組み は 、地域 に お け る 人 と動物 （ペ ッ ト）の 共生 の 先駆

事例 として 評価され 、
『地域猫』活 動 は 、 全 国 各地 で 試み られ る よ うに な っ た

（松浦 ，2001）。

1−2　本研 究 の 理 論的観点

　本研究で は 、 都市 に お け る ペ ッ ト飼育の 問題を、関係者の 対 話によ る 社会

問題 の 構築 過程 と して捉え 、 検討 を試み る 。

　中河 （2001） は 、社会問題 の 構築主義 に つ い て 、 次の よ うに簡潔に 整理 を

行 っ て い る 。
「社会 問題の 構築主義は、社会問題 を特定の 社会 の 状態 と して で

は な く、『問題 な状 態』を言及 の 対 象に した、人 々 の 告発や 訴 えか けや論争や

探索や対処な どな どの 種々 の 活動 と して捉 え る こ とを提案した。 （中略）「こ

れ こ れ の 困 っ た ／ほ う っ て お けな い ／ 容認 で きな い／許せ な い ／ な ん とか し
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な ければ な らな い ／解決すべ き… … 問題 が あ る」と い うク レイ ム の 申し立 て

（claims −making ）の 登場が、そ うした社会問題 をめ ぐる活 動の 出発点 とな る」

（中河 ，
2001

， P．10）。

　つ ま り、社会 問題 の 研 究対 象 を、「問題 と され る 状態」か ら 「問題 をめ ぐる

活動」 へ と シ フ トす る こ と を提案する の が 、社会 問題の 構築主義で ある （中

河
，
1999

， p．21）。 こ の 視点 を都市 に お ける 人と動物 の 関係 の 問題 に 当て は め

て み よ う。 例 えば 、 迷惑 をか ける飼 い 主 が 多い とか、ペ ッ トに よ っ て 地域の

美観が 損ね られ て い る とい っ た 、特定の 状 態 に よ っ て 「ペ ッ トを め ぐる 問題」

が 措定 され るの で は な い 。 そ うで は な く、誰か に よ っ て 「ペ ッ トの こ とで 迷

惑を被っ て い る」とい うク レイ ム 申 し立て が な され て 初め て 、「ペ ッ トをめ ぐ

る問題 」 が 存在す る よ うに な る と見做す 、 とい うの が、構築主義に よ る社会

問題研究の ス タ ン ス で あ る 。

　都市 に お ける 人 と動物 との 関係は 、 入 々 が 、 そ の 関係 に対 して どの よ うな

意味づ けを行 うの か によ っ て 決定 さ れ る と 言え る 。言説 を通 した意 味生成 こ

そ が 、あ る 問題 を問題 と して 構築する こ とに なる か らで あ る 。 そ う で ある な

らば、動物 をめ ぐっ て 、人々 が どの よ うな 言説 を交 わ し 、 人 と動物の 関係を

どの よ うな社会問題 と して 構築 して い る の か 、そ の 過程 を検討す る必 要 が あ

る だろ う。 また 、そ の た め の 方法 と して は 、 関係す る 人々 が発 した ク レイ ム

申し立 て 活 動 を検討で き る言 説分析 （赤川 ，2001） が有効 で あ ろ う 。

　本研 究で は 、
『地域猫』 活動 を、 住民 によ る社会問題 （「ペ ッ ト問題」）の 構

築過程 と して 捉 え、検討 を 試み る 。 具体 的 には 、 横浜 市磯子 区 にお ける 『地

域猫』 活動 を取 り上 げる 。 そ して、住民た ちが 話 し合 い の 結果 生 まれ た 「猫

の 飼 育ガ イ ドライ ン」 の 制定前後 に お け る、関係団体 の ドキ ュ メ ン トに現れ

た 言説の 特徴 を抽 出す る こ とで 、
『地域猫』が どの よ うな社会問 題 と して 構築

され た の か を考察す る 。 さ らに、こ の 構築過程に お い て 重 要な 役割 を果 たす

ボ ラ ンテ ィ ア の 活動を め ぐる 言説 につ い て も検 討 し、 考察を試み た 。

2　事例 ：横 浜市磯子区にお け る r地域猫』 活動

2−1−1 磯子 区に おけ る 『地域猫』 活動の 経緯

　まず 、 磯子 区にお ける 『地域猫』 活 動の 経緯 につ い て 、 松浦 （2001）、横浜

市磯子 区役所衛生課 （1998） を参考 に整理 を して み よ う．

　磯子区の 『地 域猫』 活動の 立 役者 K 氏が 、 区 役所衛生課 に着任 した 1994 年

頃か ら、野 良猫 に 関す る 苦情 が 目立つ よ う にな っ た （横浜 市磯子区役所衛生

課 ，
1998）。 これ を受けて 、 同区で は 、 1997 年度 よ り、 「横浜市磯子区ホ ー ム

レス 猫防止対策事業」を開始 した。97年度 の 事業は、「飼 い 猫の 飼育 申出手続
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きの 実施」、
「猫の 飼育 ア ン ケ ー ト調 査の 実 施」、［『区民 と考え る猫 問題 シ ン ポ

ジ ウム 』 （ニ ャ ン ポ ジ ウム ） の 開催」 の 3 点で あ っ た。 特 に 、
「区民 と考え る

猫問 題 シ ン ポ ジ ウム 1 （以下、 ニ ャ ン ポジ ウム） は、 『地域猫』 活動 の 指針 で

ある 「磯 子 区猫 の 飼 育ガイ ドラ イ ン」制定 の 転機 とな っ た重 要な事業で あ る 。

詳細 は 後述 す る が 、ニ ャ ンポ ジ ウム には、猫問題に 関心 を持つ 地域住 民が 参

加 し 、 地域で の 猫飼育 に つ い て 激論が 交わ され た 。 こ の 時の 議論 を通 して 、地

域 で の猫飼育を め ぐる様々 な 問題が 明 示化 され る こ ととな っ た 。 本研究で は 、

こ の シ ンポジウム 時に交わ された 参加 者の 言 説 を主た る 分析対 象の ひ とつ と

して い る 。

　 98 年 度事業で は 、 ニ ャ ン ポ ジウム の 報告書が作成 ・配布 さ れ る と とも に、

「磯子 区猫の飼 育ガ イ ドライ ン検 討委員会」が 設 置 され 、公募 され た区 民9名、

及び 専門委員 5名 が、区 内に お け る猫飼 育の ガ イ ドラ イ ン作成 の た め 議論 を

行 っ た 。 そ の 結果 、 1999年3月 10 日付で 、
「磯 子区猫 の 飼育ガイ ドライ ン」が

制定 され た 。

　 99年度 に は、ガ イ ドラ イ ン が周知 され る とと もに 、 ガイ ドライ ン を施行す

るための 組織作 りが 進 め られ た 。 第 1にガ イ ドラ イン 普及 推進員 の 募集、第

2 に 「地域猫実践 グ ル ープ」 の 募集、第3 に 「磯子 区猫の 飼育ガイ ドラ イ ン推

進協議会」 の 設立で あ る 。

　2点 目の 「地域 猫 実 践 グル ー プ」は 、実 際に ホ
ー

ム レス 猫 へ の エ サ や りや 糞

の始末等 を担 当す る 地域 の ボ ラン テ ィ ア グル
ー プで あ る。3名以上 の 任意の 集

団が こ れ に 認 め られ、様 々 な 活 動 を行 っ て い る。当時 は、 13グ ル ー プか らの

届 出が あ っ た 。

　3点 目の 「磯 子区猫 の 飼育ガ イ ドライ ン 推進協 議会 1は 、 磯子 区獣 医 師会 、

町内会 、 保健指導 員会の 代表 をは じめ、地域猫実践 グ ルー プ、ガ イ ドラ イン

普及推進委員 、 賛同す る市民 か らな る組織で ある 。 1999年 8月 2 日の 設 立 当

初は 40 名が会員 とな っ て い る 。 同 協議会で は 、会 員向けの ニ ュ
ー ズ レタ ー で

あ る 「い そ こに ゃ んね っ と」 を 発行 して い る。

　 これ らの 事業は 、 1999年度まで 行わ れ 、 2000 年度よ り、 「動物 と暮 らす ゆ

と りの あ る 街 づ く り事業」 に 引 き継がれ て い る 。

　磯子 区 に お け る 『地域猫』 活動の 特徴は、 以 下の 点に ま とめ られ る 。 第 1
に、当事 者らが 、何度 も対 話 を 重ね 、 地 域 の 猫 問題 につ い て 、「猫 の トラ ブル

は 、 猫好 きだ けで な く、地域住 民全体 の 問題 で あ る」と位置 づ け る よ う に な っ

た こ と で あ る。特 に、『地域猫』飼育ガ イ ドライ ン 作成 の 準備段階 か ら、地域

で の 猫飼育 を擁護す る 人々 だ けで な く、猫飼育の 反対派 の 意見を も積極的 に

取 り入れ て い た こ とが特徴的で あ る 。 第 2 に、 行政 、 特 に 保健所職員が 中心
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とな り、 地域住民 ・獣医師 ・関係団体 との 連携 を図 っ た点で ある 。 特 に 、実

際に 『地 域猫』 と して ノ ラ猫 を 世話する に あた っ て は 、 地域住 民によ るボラ

ンテ ィ ア活動が 重要な役割 を担 っ て い る 。 地域 で の 猫飼育 に対 して 、住民た

ち が話 し合い の 機会 を設 け、相互 に意見を交わ し、 猫飼 育の ため の ガイ ドラ

イ ン を作成 し て い っ た過程は 、 まさ に 、 住民 に よ っ て 、猫飼育問題 とい う社

会問題が 構築 されて い っ たプロ セ ス と見做す こ とが で き るだろ う 。

2−1−2 磯子区猫 の飼育ガイ ドライ ン概要

　次 に 、 横浜 市磯子 区で 制定 され た 「磯子 区猫の 飼育ガイ ドライ ン」 の 概要

を整理 し て み よ う （横浜市磯 子 区 役所衛生課 ，
1999）2）

。
「磯子区 猫の 飼育ガ

イ ドライ ン」 は 、
「1　 目的」 「2　基本的考 え方」 「3 定 義」 「4　飼 い 主 の

一

般的心構え」 「5　猫の 本能 ・習 性 ・性質」 「6　遵守事項」 の 6項 目か らな る。

こ の うち 、 第 6項 目で あ る 「遵守事項」 に は、地 域 にお け る 飼育猫、 ホ ー ム

レス 猫 の 世話 につ い て の ル
ー

ル が定 め られ て い る 。 特に 、 ホー ム レス 猫 に 関

して は、 「飼 育管 理 につ い て 」 （小項 目 7）、 「健康管理 に つ い て 」 （小項 目4）、

「そ の 他」 （小項 目 1） の 計 12項 目が 設け られ て い る 。

　r地域猫』 活動 に 特徴 的な の は 、
「飼育管現 に 関す る記述で あろ う。ガイ

ドライ ン では、「ホ
ー

ム レス 猫 の面倒 を見 よ う とい う人は 、 で き る だけ グル
ー

プや 集団で 役割 分担 しなが ら活動 し ， 代表者を決 め る等責任の 所在 を明 らか

に して （中賂）周 辺住 民の 理 解 を求め る よ う心 が ける こ と」、
「エ サ 場は ， 周

辺住民の
一般生活上 支障の な い 場所 を決 めて

，
そ こ の 場所以 外で は エ サ を与

え な い こ と」等、 「周辺住民」 へ の 配慮が 明記 され て い る 。 もちろ ん、猫の 健

康維持 に も配慮が 払わ れ て お り、エ サ や りの 方法 に 加え、別途 「健康管理 」に

つ い て も取 り決 めが な され て い る。しか し 、 そ こ で も 、 猫の エ サ や糞尿 に よ っ

て 「周辺 住 民」 が迷惑 を 被る こ とが な い よ う 、 注意が な され て い る 。

　 こ の よ うに 、
「磯子区猫 の 飼育ガイ ドライ ン」は、単 に猫の 世話 に つ い て の

取 り決めが な され て い るだ けで はな い。む しろ 、『地域猫』活動 を進め るた め

に 、 直接猫の 世話 を しな い 、 ある い は猫を嫌悪 して い る 「周辺住民」 に 対 し

て 、 どの よ うな配慮 をす べ きか に 力点が 置か れて い る と言え る 。

2−2　方法

　磯子 区 の 『地域猫』活動 をめ ぐる 問題の 構築過程 を検討す るた め に 、
「磯子

区猫の 飼育ガイ ドライ ン」成立前後 の ドキ ュ メ ン トを取 り上げ 、 そ こ で 示 さ

れ て い る ク レ イ ム の 特徴 を 整理 した 3）
。
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2−2−1　「区民 と考 える 猫 問題 シ ン ポジ ウム 」 報告書の 内容分析

　 「区民 と考え る猫 問題 シ ンポ ジ ウム （ニ ャ ン ポジ ウム ）」 は 、 磯子 区役所衛

生課の 呼び か け に よ り、 1997年 6月 29 日
・9月 7 日

・ll月 30 日の 計 3 回 開催

され た 。 シ ン ポ ジウム に は 、呼びか け に応 じて集ま っ た猫 問題 に関心の ある

一般市民 に加え 、見学者と して 動物愛護団体関 係者 も参 加 した 。 また、「コ ー

デ ィ ネー
タ

ー
」 と して 野 毛 山動物 園園長、「パ ネ リス ト」 と して 獣医、連合町

内会代表、動物保護推進検 討委員会メ ンバ ーが 参加 し 、 シ ン ポ ジウム の 進行

役を務め た。 各回、 約 2 時間 の 議論が行わ れ た。

　報告書 に は、 各回 の 発言 内容 が 整理 され て い る と と もに 、 配布 資料や ガ

イ ドラ イ ン の 雛 形 な ど も収 め られ て い る 。 各回 の ドキ ュ メ ン トの 分 量 は 、

第 1回 目の シ ン ポジ ウム （以 ド、第 1セ ッ シ ョ ン ）が 約 8
，
000 字 （6 ペ ー ジ ：

35 桁 × 39 行 、 写 真 2点）、 第 2 回 目 （以 下 、 第 2 セ ッ シ ョ ン ）が 約 量2
，
000 字

（9 ペ ー ジ ：ペ ー ジ体裁 同 じ、写 真 3 点 ）、第 3回 目 （以 下、第 3 セ ッ シ ョ ン）

が 約 16
，
000 字 （12ペ ー ジ ：ペ ー ジ体裁 同 じ、写真 3 点）で あ っ た 。 本研究で

は 、 各セ ッ シ ョ ン におけ る 発言の特徴 を整理 し 、 ガイ ドラ イ ン 制定前に 、どの

よ うな 過程 を 経て 「猫 をめ ぐる 社会問題」 が構築 され た の か を検討 した。

2−2−2　「い そ こ に ゃ ん ね っ と」 の 内 容分 析

　磯子区で の 『地 域 猫 』活 動の 関連団体が 発行す るニ ュ
ー ズ レター

を検 討 し

た 。 具体的に は 、 磯 子区猫 の 飼育ガイ ドライ ン推進協議 会発 行の 会報誌 「い

そ こ にゃ んね っ と」 （B4 版 ・裏表 2ペ ー ジ ：Vol ．1〜 Vol．12；2001 年 10月 〜 2004

年8 月）を取 り上げ た。
「い そ こに ゃ んね っ と」 は、磯子 区猫 の 飼育ガ イ ドラ

イ ン推進協議 会 に加入 し、年会費 を納 めて い る会 員約 200名 に対 して 配布 さ

れ て い る 。

　本研 究で は 、 ニ ュ
ー ズ レター の 見出 し文 ・内容 に含 まれ る言説の 特徴 を整

理 した 。 そ の 上で 、ガ イ ドライ ン制定 後 に、関係者が 「猫 を め ぐる 社会問題」

を どの よ うに 構築 したの かを検討 した 。

2−3　結果

2−3−1　「区民 と考え る猫 問題 シ ンポ ジウム 報告書」 分 析結果

　「区民 と考 え る猫問題 シ ン ポ ジ ウム」にお い て は、『地域猫』をめ ぐっ て 、セ ッ

シ ョ ン ご と に、様々 な ク レイム が提示 され た 。 以下で は 、特徴 的な発 言をセ ッ

シ ョ ン ご とに 整理 し 、 各セ ッ シ ョ ンに お ける ク レイ ム の 特徴 を、発言川頁に ま と

め た 。 発 言 内容 の 冒頭 に ある 「○○氏」は 、報告書 に 記載され て い る 発言者の

名前、 そ の 後 に続 く丸括弧内の 語句は、発言者の 所属 ・地域 な どを 表 して い る 。
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第 1セ ッ シ ョ ン （1997年 6 月 29 日）

　第 1セ ッ シ ョ ン で は、まず 、 磯子 区 に お ける 猫飼 育の 現状報告、及び、 「磯

子 区ホー ム レス 猫防止 対策事業」 の 主旨説明が なされ た。磯子 区保健衛生課

よ り、事業の 必 要性 ・背景が 資料 と して 配布 され る とと も に、事業 目的 と し

て 、 以下 の 説 明 がな され た 。

　 謄 の 飼 い 主 に 自覚 と責 任 を持 っ て
’
も ら うと同峙 に 、 野 捜猫 （ホ ーム

レス 御 に 対 する 磯子区民 の 意 見 ・要望 を尊重 し、 排除 す る こ と で猪

問題 を解決 す る の では な ぐ 、 共 生 で き るた め の 各種活動 を実施 する こ

とに よ っ て 、 野 良猜 に よ る 桜 々 な 苦情や 衛生 圭 の 問 題 を地 域 ぐる み で

解決 する こ とを目的 と し て 、 入 と猫が 侠適 に 共生 で きる 街 づ く りを 百

瘠 し ま す 。 ノ

　続 く意見 発表の 時間で は 、 12名の 発言者が あ っ た 。 冒頭で 、パ ネ リス トが 、

以下 の よ うな発言 を行 い 、 地 域 の猫 問題を考 え る 際の 枠組み を提示 した 。

太 田氏 （バ ネ ワス ト♪脳 の 迷惑 もちょ っ と考えれ ば ク ワア で きる こ とが

　　　た ぐさん あ りま すの で、
一緒 に話 し 合い ま しょ う。ゴ

小柳氏 （パ ネ リス ト万 （前鯉 まわ りの地域 の入に、蠏 を求め る必要が あ

　　　 ります1 猫 の 周題 と さ内 て い る糞、尿、鳴 ぐ、毛が 飛ぶ は 当，然の行

　　　動であ り、 全 ぐ無 ぐずこ とは無理 で も少な ぐする努力は で きる と想 い

　　　ますb その ため に ば
一

入 で頑張るの ではな く、地域全体で何か事を

　　　起 こ して いか な い　猫の 存在に反対する入の意見 も解 らな い で もない

　　　で す点 何か を解決 して いかな ぐては い けな い の で 、 前向 きに考え て

　　　いた だきた い と想 いま 寅 そ して、今EIの こ の 話 し合い の内容 を、近

　　　所 の 人に話 して広げてい ただ きた い と想 いま 洗 （後略 1

　こ の よ うに 、 シ ンポジウム の 進行 を担 うパ ネ リス トは、 猫問題 へ の 対応 に

は 、「地域全体 で 何か 事を起 こ して 」い か なけれ ばな らな い の で 、 （猫が好 きな

人 も嫌い な 人 も、ともに ）「話 し合い ま しょ う」との ク レイム を提示 して い る 。

これ に対 して、猫を好きな人か らは、 以下の ようなクレイム が提示 され た 。

κ 氏 仕 中望丿 囓 の 嫌 い な入 は fエ サ をや るな 。 2 と言 う声 が あ りま す

　　　が、逆 に 囓 を餌え死 に させ う とい うの か eJ とEE7きた い で す。 ホ
ー

　　　ム レス 猫 もな りた ぐてな っ た の で はな く、入が捨 てた の 力源 因 な

56

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The International Society of Volunteer Studies in Japan

NII-Electronic Library Service

The 　工nternatlonal 　Soolety 　of 　▽ olunteer 　Studles 　ln 　Japan

「地域猫 」 活 動に おけ る 「対話 」 の 構築過程

の で す。 地 域 の 中で どの よ うに彼 らを生か すか ， ど うや っ て 共存

した ら良 い の か を 考え る 必 要が あ りま す。そ カ に は 、 行政 の 指 導

も必 要 であ り，我 々 猫好 きが 鱇れ るよ うにエ サ をや っ て い で もダ

メ で 、 行政 と手 を爼 ん で猫 と 共 存 する 方法 例え ば 汐蒐 台地 区 の

方法な ど大 変 良 い解 決策だ と想 い ま す。 y

　こ の ク レイム で は 、猫 の 生命が 焦点 とな り、猫の エ サ や りを批判す る 人々

に 対 して 、厳 しい 批 判が行われ て い る 。

一
方、町内会の 役員を務め て い る 区

民か らは 、 猫を嫌う住民 か らの 苦 情 の 代 弁が行わ れ て い る 。

H 氏 （滝頭 ） 町 内会で 罅 良猪 を何 とか して ぐれ 。 ifと い う声 が必 ず出

　　　ま す。要望書や 保健所 か らの チ ラ シ を 2 厘1町 内 で珂 しま した Xii’苦

　　　情は い っ こ うに減 らな い で す。 町内に務 部長が お り、 調 査 した結

　　　契 平成 7 年ノ2月 に 23 匹 い ま した 訊 」戸威 9 年 6 月 に は 全 部 首輪 を

　　　突 けた 11 匹 に な っ て い ま した 。 入開 関 係 の 砌題 と言わ れ ますが、

　　　｛猪は減 っ て も苦槨 ま減 っ て い な い で す。

　　　保健所 の 入 に 言われ て 、 町会の 費房 負担 で不妊 去 勢 手術 を と い う

　　　提案 を役員 会で 図 りま した が 『入 の 事 もで きな い の に 何で猪 の こ

　　　と をや る の た惚 と い う意 見 か多 か フ た で す。 や は り、子猫 を ど う

　　　す るか を考え れば良 い と想 い ま す。 ノ

M 氏 ‘中浜町）厂町内の s
“ “

’tsをや らな ぐτは な らな い立場 の 入 と動物 の好

　　　きな入 の 立 場が違 うこ と を感 じま した 。 私 は 役員をや っ て い る の

　　　で 、 猛 の 苦情等困 っ で傑健所 に 相談 した と こ ろ f子猫 の うちに連

　　　れ て来 てほ し い 。 」 と言わ れ ま した 。 み ん な、私 の と こ ろ に持 っ て

　　　来 るが 私 ゴ イ入 だ とか 、可哀想』 と言われ た こ とが あ りま す。 私

　　　は 、 用 紙 の ρ を捜 すと 言 っ て 預 か りま すが 、 深健所 に連 れ て 行 く

　　　と末諮 は 安楽死 で すよね 。 そ の ジ レン マ に陥 っ て い ま す。 町内 の

　　　事をや コ て い る入 の 立場 も理解 して ほ しい で 寅 」

　こ の 2 つ の ク レイ ム には、「野 良猫 を何 とか して くれ」 とい う、猫 を嫌 う人

か らの ク レイム が紹介され て い る と と もに 、「人 の 事 もで き な い の に何で 猫 の

こ とをや る の だ」 と い う 、 町会で 猫 問題 を考え る こ と自体 に 否定的な ク レイ

ム が示 され て い る 。 最後に、パ ネ リス トか ら、 こ の セ ッ シ ョ ンの ま とめ の 発

言が な され た 。
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小柳氏 π前諮♪獣医師 と して は，不妊去勢手術は別 と し て特 に で きる こ

　　　とは あ り ませんが 、 想 い 込 み の 激 しい 入 を解 い て い ぐこ とは、
一

　　　番碍…周がか か り大事な こ と で す。 で も、 誰かが や り始 めな い と何

　　　も変 わ っ て行か な い と想 い ま す。 み ん な で話 し合 フ て い きま しょ

　　　う。 ノ

太 毋氏 贋 浜 市は θ本 中で 猪行政 が
一

番進ん で い ま す。 また、獣医師 の

　　 ，意識 も一 番高 い と こ ろ で す 。 みな さん の 町ば 、 かな リレベ ル の 高

　　　い と こ ろ に あ る わ げ で すよ 。 好 きな 入 も嫌 い な 入 も、 そ れ ぞ れ 歩

　　　み 寄 0 を してい た だ きた い と想 い ま す。 ノ

　以 上 の よ う に 、 第 1セ ッ シ ョ ンで は 、 猫 へ の エ サ や りや 不 妊去勢手術な ど

の 必要性 を訴える 「猫擁護派」 と、 猫の 糞尿 等の 被害 に悩 む 「猫嫌悪派」 と

の 対 立が 鮮明 にな っ た 。 第 1セ ッ シ ョ ン で は 、猫嫌悪派か らの 直接の 発言 は

少な か っ た が、しか し、「猫嫌 い の 人 の 意 見」 と して の ク レイム の 紹 介が しば

しば行わ れ た 。

　シ ン ポジ ウ ム 冒頭 で 、 こ の 事業の 主 旨説明が な され 、パ ネ リス トは 「地域

の 問題」 として 「猫問題」 を捉 え る よ う発言 を繰 り返 した。 しか し、 「猫擁護

派」 「猫嫌悪派」 の 2つ の グ ルー プの 意 見は交わ る こ とな く、か え っ て相 容 れ
‘

な い ク レイ ム が並 立する結果 とな っ た 。 パ ネ リス トは 、 両グル
ー プの 「話 し

合い 1 「歩み寄 り」 を強調 し 、 こ の セ ッ シ ョ ン は終 了 した 。

第 2 セ ッ シ ョ ン （1997年 9 月 7 日）

　第 2セ ッ シ ョ ン で は 、 冒頭で 、 第 1セ ッ シ ョ ン の 討 議 内容 の 要約 が配 布 さ

れ る と と もに 、 第 1回 目の シ ンポジ ウムで 浮かび 上 が っ て きた論点 に つ い て 、

次の 3点が示 された 。 即ち 、   捨て 猫を しない
、 近所迷惑にな らな い で住む

飼 い 方は ？ 、   ホ
ー ム レス 猫 を 増や さな い た め に は ？ 、   人 と猫が

一 緒に暮

らして い くに は ？ 、 の 3 点で ある 。

　続 く意見交換の 場で は 、15名か ら発言が あ っ た 。 パ ネ リス トか らの 発言後、

地域の 猫問題 へ の 対応 を続 けて い る住民か ら 、 以 下 の よ うな ク レ イム が な さ

れ た 。

y氏 ぐ氷敢沢丿 厂（前略丿野良猫 に エ サ を 与え る こ と を決心 した 時 、 2 つ

　　　の こ と を自分 に 課 しま した 。 1 つ は 子 ど もを生 まな いよ うに 手術

　　　をす る こ と。 も う1 つ は 、 定 期的 にエ サ をや る こ と でゴ ミ あ さ り

　　　等の 悪 戯 を さぜな い こ と で した 。 仲 諮丿 こ の よ うな 平和な 時 も
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長 ぐは続か ず マ ン シ ョ ン の 菅理 爼 合か ら理 事長 名 で野 良 務 にエ

ザ や り禁止 の メ ッ セ ー ジが各戸配 布 の 印刷 物 、 掲示 物 で示 さft、

私 は近所 迷 惑 の 　kmeの 矢 面にた た され る は め に な りま した 。 排泄

物 や 臭 い で 困 る入 、鉢 樋え や車 に悪戯 をさ虎 て 怒 りをおぼ え る

入 、ウ ロ ウ ロ する姿だ け で 不 侠に想 う入 が 予想以 とに た く さん い

た の で した 。 私 に は シ ョ ッ ク で した が 、 エ サ を与 えな い こ とだ け

で は野 良猫 嚴題 は 決 して解 決 しな い の で す。 仲 諮丿私達の 活動

の 中心 を 、 猫好 きの 入 も猫嫌 い の 入 も共 遭 し て分 か ち 合え る EI

標， つ ま り手術 に よ っ て野 良猫 の 数 を減 ら して い こ うと い うこ

と 、 今い る務達 とは 何 とか 様 々 な 知 恵 を 出 し合 っ て共 存 で きる こ

と を 勗 皆しま した 。 ぐ後諮刀

　 こ の よ うに 、 Y 氏 は 、 自 らの 経験 を踏 まえ、猫 問題 を考 え る 際 「（猫 が）ウ

ロ ウ ロ す る 姿だ けで 不 快 に思 う人」が地域 に存在す る こ とに つ い て 言及 して

い る 。 また 、問題解決 に は エ サ を与 え る か 与えな い か で は な く 、「共通 して 分

か り合え る 目標」と して 「手術に よ っ て 野 良猫 の 数 を減 ら」す こ とを 掲げ、猫

の 数そ の もの をコ ン トロ ー ル する 必要が ある こ とを 強調 して い る。

　 また 、 パ ネ リス トと住民 との 問で 、 以下 の よ うなや り取 りもな され た 。

太田氏 （パ ネ リス ト） 厂下町 と汐月 台 の 団増 で は 住む環境が 達 うの で す。

　　　猫 ば 同 じで すが 受 げ止 め 方が違 う と ど こ ま で 行 っ て もダ メ で す。

　　　エ サ をや る こ とは誰 で もで きる の で すが フ 冫 や尿 の 状態 ま で配慮

　　　で き る入 は 少な い で す 。 だか ら下町 では 潤題
1
に な る の で すが， 団

　　　地 で は まだ植え 込 み や一士等 の 自然が あ る の で i猫が 自．1然に 溶 け込 め

　　　る の で す。 綬 諮刀

H 氏 ぐ滝頭 丿 厂ぐ前略 丿 団地 と町 と で は 、 い つ ま で た っ で も同 じ と 言 っ

　　　て しま っ た らテ ー マ で あ る ホ ーム レス 猫防止対 策 は必 要 な い と

　　 想 い ま す。 私 は い ろ い ろ な 潤題 を何 とか解 決 した い と想 い ， 町

　　　会 で い ろ い ろ 話 を し で い ま す。 い つ ま で も平行線 で は な い と想

　　　い ま す 。

磯 子 区 で は保 健所 が 先 に た っ τ ニ ャ 冫 ポ ジ ウム や 首瀚 の配 布 と か を積

　　 趣 的に や っ て い る の で 、 こ うい う こ と の 解 決は や り や す の の で

　　　は と考え て い ま す 。 決 して 平行 しな い で． い ろん な 面 で私 ど も

　　　も考 え て、 み な さん の 納 得 し で い く線 で や っ て い きた い と想 っ

　　　て い ま す 。 y
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　H 氏は 、 第 1セ ッ シ ョ ン で 、地域住民 か らの 苦情 に苦慮する 発言 を行 っ た

人で ある 。 猫 をめ ぐる住民間の 対立 に悩 ま さ れ なが らも、「い つ ま で も平行線

で は な い 」 「み な さん の 納得 して い く線で や っ て い き た い 」 と、猫 問題 に 関 し

て住 民同士 の 対話の 継続 を望 む ク レ イム を提示 して い る 。

　
一

方で 、地域で 猫問題 を考 え る こ と 自体 に対 して 、住民 か ら以下 の よ うな

ク レイ ム が な され た。

∬氏 ‘中浜 町♪ ［うちの 町内 に は 公園 が 2 つ あ り、第 1公厨に砂場 を作っ

　　　た らウ冫 チが ひ ど くて ア供た ちが遊ぶ に は汚 い と い うこ と で砂場

　　　を一LLめ ま した 。 猪 のた め に子供た ちの遊 び場力嘸 ぐな っ τ の る の

　 　 　 で す。

　　　また、 エ サをや る 、 不妊 去勢 手術 を す るな ど結拷税 金 を便 っ τ い

　　　るは ず で す。 猫 を 可愛が るた め に血 税 を使 うこ とに！聡 が あ 0 ま

　　　す。 仲 略丿今日の よ うに 、 θ雇 の 休み の 大 事な時間 に出膀 する の

　　　も 、 み んな お 金が か か っ で い る の で す。 ノ

　 こ の ク レイ ム で は、猫 の 糞被害 に よ っ て 子 供 の 遊び場が な くな っ て い る と

い う具 体的な 苦情 が示 され る と と もに 、猫 問題 の解決 の た め に時間 ・費用 を

か ける こ と 自体 に対 して 批判が な され て い る 。

　 こ の よ うに 、第 2 セ ッ シ ョ ンで は、 第 1セ ッ シ ョ ンで の 討議内容 を踏 まえ

つ つ 、猫問題 に対 して 、自 らの 経験 を踏 まえ た具体 的な 内容 を含 むク レイム

が 提示 され る と とも に、住 民間で の 対 話の 継続の 必 要性 が 訴え られ た。 しか

し、一方で 、 猫問題 を地域 で 考 え る こ と 自体 に対す る反 論 も な さ れ るな ど、住

民間で 合意が得 られ る には 至 らな か っ た 。

第 3 セ ッ シ ョ ン （1997年 11月 30 日）

　第 3セ ッ シ ョ ン で は 、 まず 、 行政 （磯子 区衛生課）か ら、 これ まで の シ ン

ポ ジウム の 内容を踏ま え、猫問題 の 具体的な対策 に 関す るプラ ンが 示 され た。

具体 的に は 、
「餌や りを含めた猫 の 適切飼育の 自主的なル

ー
ル作 りとそ の 普

及」「事業 の 実施 に 際 して の 地 域住民の 野認知 ・協 力」「不 妊去勢 手術後 の ホ
ー

ム レス 猫の 保護 と管理」「不妊 ・去勢手術を継続 ・推進する た めの 資金 の 確保」

の 4点 が課題 と して 挙げられ、 そ れ ぞれ の 解決の 方向性が 提示 され た 。

　行政か らの 発表に続 き、 14名か ら発 言が なされ た 。 意見発表の 冒頭で 、パ

ネ リス トの
一

人 か ら以下の よ うな発言が な され た 。
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木村氏 θfネ ワス ト♪ π前略 ♪ 俣健指 導員 会 と し て は 、 猪 と共 生 す る

　　 た めの ル
ー

ル を決め た い の で す瓜 そ のた め に は地 域 局題 と し て

　　 認 刧 ず る 必 要 が あ θ各地 区 で の 状況 は 随分違 の ま す。 や は り行政

　　 が取1り士げた の を皮 切 りに，LUt台会や 町内 会 で の ろ い ろ話 され て

　　　い く と 良 い と葱 い ま す 。

　　 野 良猪 と い う名 で すが 　『増域の 朔ノ と し で考え で い ければ 良 い

　　　と想 い ま す。 ‘後US）1

　こ の 「地域 の 猫」 とい う表現は 、 続 く発言 に影響 を与え る こ と とな っ た 。 そ

の 後の や り取 りの 中で は 、 猫 の 飼 育 だけで な く、猫擁護派 と猫嫌悪派 と の コ

ミ ュ ニ ケー シ ョ ンな ど、地 域の 問題 に 関す る 発言が続 い た 。

H 氏 〔渚頭 ） π前 諮♪ 問題 な の は 、飼 っ て い る方 と飼 フ て い な い 方 と の

　　　コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン だ と想 い ま す。 仲 幣丿今H の テ
ー

マ は 、 猫砌

　　　題 の よ りよ い解 決方 法 との こ と で す斌 不妊去勢手術 とか エ サや

　　　りとか の 周題 で な な く、 ど う した ら猫 と共生 で きる の か ， ど うし

　　　た ら町全体が 健康 で環境 の 良 い 、 明 る い ， 清潔な 町 に な る の か と

　　　い う こ と を良 く話 し合 うこ とだ と想 い ます。 ‘後諮刀

松倉氏 礑f医師♪ 鵬 の 問 題 は都 市に お い て 初め で発生 した 問題 で あ り、

　　　毋 舎そ の もの が 自．然 で すか ら毋 舎 では 発生 しな い こ とな の で す。

　　　〔屮諮♪そ もそ も都 市と い う の は 入間 が 全 で 營理 す るた め に で きた

　　 所な の で す。 仲 諮丿そ し て猫 そ の もの 烈 先程 の 地域猫 と い う素

　　 晴 ら しい 言薫 をお っ しゃ い ま した け ど、犬 と違 っ て もと もと髀

　　　しに くい もの な の で す。 そ もそ もそ うい う動物な の で す。 仲 諮 ♪

　　 私 は獅 がの て もい い と想 の ま す。 だ い た い こ の 周題は、 動物 に 譲

　　 歩 を求 め る こ とが で きな い の で す。私達 は 動物 に 譲歩 を永遠 に 求

　　　め続 け て きた の で すか ら。 だ っ た ら少 し ぐら い 、 い い で はな い で

　　　すか 。 r後夥丿ノ

γ氏 〔氷坂 沢丿 π前 諮丿地 域 の 周題だ と お っ しゃ い ま した が 、務 の 周題

　　　を考え る と い うこ とは 自分が ど う い う地 域に 住み た い か と い うこ

　　　と に深 ぐか か わ っ て くる と想 い ま す。 私 も獣医 の 先 生 と伺 じ で猜

　　 が い τ もい い と想 い ま すが そ う想 っ で いな い 入 も多 い か ら槻題

　　 が 大 き ぐな っ τ ぐる の です 。 だか ら菰達 は 、そ の 入達 と対 立 する

　　 の で はな ぐ 私達 の で き る こ と を どん どん や っ τ い き、糞 を扮 っ
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　　　た リゴ ミ を招づ た り しな が ら、何か や わ らか い もの を地域 の 中に

　　　生 み 出 しで い っ た らど うで しょ う。 ‘後es）y
H 氏 厂飼 っ て い る入 が みん な糞 を す ぐに 取れば い いの で すが 町内 で ナ

　　　数匹 もエ サをやっ て
’
い る入 が い て、

一
度 も掃除 を した こ とが な い

　　　の で 、
『た まに は 掃除 した 啓好 で も して 下 さい 。3 と言 っ た こ とが

　　　あ ります 。 そ うすれ ば あ の 入 は i猫に エ サ を あげて い るが 掃除 も

　　　ちゃ ん とする と い う気持 ち でお 互 いが コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を と っ

　　　て いれ ば こんな 瑚題 な起 きな い と想 い ま す。 優 略刀

　 こ の よ うに 、 第 3セ ッ シ ョ ン で は 、 行 政が 提 示 した 案 を踏 ま え、猫 問題 を

「地域 の 問題」 として 捉 えよ う とす る ク レイ ム が 改め て 行わ れ た 。
ニ ャ ン ポジ

ウム 内で 「地域 猫」 とい う名称が 用 い られ た の は 、 こ の 第 3セ ッ シ ョ ン が最

初で あ っ た 4）。ま た 、
「地 域 猫」 とい う こ とば を契機 に 、 地域住民間の コ ミ ュ

ニ ケ
ー

シ ョ ンや 、「猫 の 問題を考え る とい うこ とは 自分が ど うい う地 域 に住み

た い か とい う こ と に深 くか か わ っ て くる」等 、住 民が 住む地域そ の もの を議

論の 遡 上 に 乗 せ るク レイ ム が 示 され た 。

2−3−2　「いそ こ に ゃん ね っ と」 分 析結果

　「い そ こ に ゃ ん ね っ と」 の 見 出 し文 、 及 び、 内容に含まれ る 言説の 特徴 を 、

以下 の 3 点 に 整理 した 。

r地域猫』 活動の概要紹介

　 「い そ こに ゃ んね っ と」はガイ ドライ ン 推進 協議会発行の ニ ュ
ーズ レ タ

ー で

ある た め 、
『地域猫』活動の 概要が紹介 さ れ る の は 当然 で は あ る。しか し 、

「磯

子区 猫の 飼育ガイ ドライ ン 」等 の 紹介 に 留 ま らず、「地域 の 問題 と して の 『地

域猫』」 と い う主張が 繰 り返 しな され て い る点が 特徴的で あ っ た 。

　特 に 、 VoL5 で は 「地域ね こ活動は 街づ く り
一地域 を味方につ けるた め に 一

」、

VoL9 で は 「あな た の グル
ー プの ネ コ は 『地 域ね こ 』 で すか ？周 辺住 民 に 認 め

て も らえて 、 は じめて 本当の 『地域ね こ 』1！」 との 見出 しが 掲げ られ 、 ニ ュ
ー

ズ レタ ー紙面上 で も、猫 問題が地域 全体 で 取 り組むべ き問題で あ る こ と が 強

調 され て い た。

猫被 害に 対する 対応 ・対策の紹介

　地域 の 野 良猫被害 を防 ぐための 対応 ・対策が 紹介 され て い た 。 例えば、「不

妊去 勢 手術 の 助成 」 （Vol．1
，
4

，
5）、 「猫 の エ サ や りの 方法」 （voL4 ）、

「猫の フ ン

62

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The International Society of Volunteer Studies in Japan

NII-Electronic Library Service

The 　工nternatlonal 　Soolety 　of 　▽ olunteer 　Studles 　ln 　Japan

「地域猫」 活動に おける 「対話 」 の 構築過程

問題 1 （vol2 ，3，5） 「車 へ の 猫被 害対策」 （vol ．2）等、具体的な対応策が紹介さ

れ て い た 。 これ らは 、ニ ャ ン ポジ ウム に お い て 猫嫌悪派か ら提示 され た 、 猫

問題 の 中心 課題 で もあ っ た。

r地域猫』 活動 に関わ るボラ ンテ ィ ア団体 の 活 動紹介

　磯子 区内で活動する ボ ラ ンテ ィ ア 団体 の 活 動概要が 紹介され て い た （Vol ．6，

7
，
10，lt，12）。 特 に Vol．12に は 、

「いそ こ に ゃ んね っ と」 の 編 集委員で もあ る

ボ ラ ンテ ィ ア Y 氏が 寄稿 し （見 出 し文 ：「どんな 街に 住み た い の ？そ の 答え の

一
つ が 『地域ね こ 』で した 。 」）、 自身の 活動の 経緯、及 び、 自身の 活動の 特徴

に つ い て の 解 説 が な され て い る。

　「い そ こに ゃ ん ね っ と」に 掲載された ボ ラン テ ィ アグル ー プの 活動紹介に関

する 言 説 で 特徴 的な の は 、 そ れ ぞれ の グル
ー プが独 自に行 っ て い る 、ガ イ ド

ライ ン には 明記 され て い な い 活動 も、『地域猫』活動の
一

環 と し て 紹介さ れ て

い る点で あ っ た 。 例 えば 、 VQ1．6 に 掲載 され て い る 「ラ ッ キー
キ ャ ッ トの 会」

の 事例で は、次 の よ うな紹介文 が載せ られ て い た。

　 厂rラ ッ ヰ ー ヰ ヤ ッ トの 会代表 の A さん は 丿お 住 ま い の 藻の 前 に花 壇 を

作 り、ね こ ハ ウス を置い て 、ね こ た ちの 置話 を して い ま す。花壇 は ミ ニ

公厨 の よ うな 作 りにな っ て い て、い すや テ ー ブル が 置 い て あ り ま す。
f学

校帰 り の こ ど もた ちやお 年寄 りが くつ ろげる、そん な 場 に した い の 。g と

A さん。 仲 諮丿ね こば か りで な く， 地 域に すむ入 々 に 対する暖か い想 い

が ， 仲 婚丿 嫐 域 ね こ」 を成 功 さぜ た の で しょ う 。 y

　 こ の 他に も、VoLl2 に 掲載 され た Y 氏 の グルー プの 活動紹介で は、 「活動の

4 つ の 柱」 （徹底 した不妊去勢手術で 、 の らね こ の 数を抑え、 増や さな い よ う

にす る 。 エ サ や り を中心 と した世 話 の 仕 方をル ール化す る。ね こ被害の 中心で

ある 、 排泄物 へ の 配慮をする 。 活 動 を地 域 に対 して オー プンに す る） と とも

に、 「活 動を助けた 『ウラ 技』 ？ ！」 と して 、
「  模範的住民 に な っ て しまお う

作戦 1、
「  ク レ

ー
ム の 先取 り作 戦」、「  お しゃ れ 作戦」 の 3点が 挙げ られ て い

る 。 例 えば 、
「ウラ 技   」 で は、 具体的に以 ドの よ うな表現がな され て い る。

　厂ご存幼 の よ うに 、 伽 こ おば さん f の 評 判は、芳 しい もの で は あ りま

ぜん 〔？丿。 変 わ り者扱 い され る こ と も しば しば で す。 そ こ で、私た ちは 、

地域 の信用 を得るた め に 、地域 に喜ばれ る 活勤 を 並行 して行 うこ と に し

ま した 。
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　ま ず 地域全体 を視野 に ス れた ゴ ミ 船 い で す。 仲 略丿また ，自治会 の

行事な どに積極的 に 参加 し 、 役 員 の 入 た ち とコ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ 冫 する磯

会を大切 に しま した 。 そ の うちに 、 地域 の 入 た ちか ら、お SLを 言わ れ る

よ う に な りま した 。 ゴ ミ を 拾 フ て い る 入が 、 ね こ の こ と もや っ て い る 、そ

ん な感 じに な りま した 。 〔後諮刀

また 、 「ウ ラ技  」 につ い て は、以 下 の よ うな解説が な され た 。

　1地 味 で 、 長期 にわた る こ の活動 を、い き い きと した 、楽 し い もの に す

るた め に、 「お し ゃ れ』 は 、欠か せ な い ， と私 ば 思 い ま す。 活 動 に出 る と

きの 殿．装に気 を配 り、 エ ザ を入 れ る 容器、エ サを運 ぶソ畝 ケ ッ 1・な ど も、

セ ン ス の 良 い 物 を選 び、 自分 も楽 し ぐ、 しか も 謄 に か ，ス テヰな こ と

をや っ て い る ！f と い っ た印象 を与え られ るよ うに と、考 え て きま した 。

‘後諮丿ノ

　 「い そ こ に ゃ んね っ と」 に掲載され た 上 記の 記事は 、 ガイ ドライ ン 制定 後

に 、 ガイ ドラ イ ン推進協議会の 立場 で、『地 域猫 』活 動に関 して な され た ク レ

イ ム 申し立 て で あ る と見做す こ とがで き る 。 特徴と して は 、単にガ イ ドライ

ン の 内容紹介や 猫 の 世 話 の 仕方 に 留 ま らず、猫被害 へ の 対策や 住 民 によ る理

解の 重 要性等、「周辺 住民」との か か わ りを意識 した 内容 に な っ て い る こ とが

挙げ られ る。 また、ボラ ン テ ィ ア活 動 の 事例で は、ガイ ドライ ン に は明 示 さ

れ て い な い 「地 域 との 関わ り方」 が 強調 さ れ て い た。

3　考察 ： 「対話 の 過 程」 と して の r地域猫』 活動

　本研究で は 、横浜 市磯子 区 の 『地 域 猫』 活 動 を、 地域住民 、行政職員等に

よ る社会問題 の 構築過程 と して 検 討 した 。 そ の 結果、活動の 起点 とな っ た 「磯

子 区猫 の 飼育ガ イ ドラ イ ン」 成立前後 に お いて 、地 域住民、及び、 『地域猫』

活 動 関連団体が 発 した ク レイム の 特徴が 明 らか に な っ た 。 こ こ で は 、そ の 言

説 の 特徴 を考察 しよ う。

　ガ イ ドライ ン成 立前 の 「ニ ャ ン ポジ ウム」 で は、地域 の 猫問題 をめ ぐっ て

様々 な言説が 交わ され た 。
ニ ャ ン ポジ ウム は 、 猫擁護派 、 猫嫌悪派、及びパ

ネ リ ス トの 3 つ の グル ー プに よ る ク レイム 申し立て の 場で あ り、そ の 報告書

は、 社会問題の 構築過程 の 記録で あ っ た 。

　第 1セ ッ シ ョ ン ・第 2 セ ッ シ ョ ンで は、 猫擁護派 と猫嫌悪派の ク レイ ム は

対 立 した ままか み 合わず 、 平行線 を辿 っ た ままで あ っ た 。 パ ネ リス トは
一

貫
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して 「対話の 重要性」 につ い て 訴 えた。猫擁護派か ら は、 「猫の 生命」 を訴 え

が な され 、 対話に よ っ て 解決を 図る べ き問題で あ る と位置づ け がな さ れ た 。

一
方、猫 嫌悪派か らの ク レイム と して 、「猫 によ る 被害」が 強調 され る と と も

に 、猫問題 に つ い て 「地域 で 取 り上 げる べ き問題で はな い 1 と の 言説が提示

され た 。こ の よ うに 、 第 1 ・第 2セ ッ シ ョ ンで は、両派 に よ っ て 構築 され た 問

題 は相 容 れな い もの で あ っ た 。

　 しか し、 第 3セ ッ シ ョ ンで 、 「地域の 猫」 「地域猫」 とい う名称 によ っ て 猫

問題が 語 られ る よ うに な っ た こ とで 、「猫」 の 閊題か ら地域内で の 人間 関係 ・

コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン の 問題 へ と内容が変化 して い っ た。こ れ は 、「地域猫」 と

い う こ とば によ り、「猫 問題」 と 「地 域 で の 対話」が 不 口∫分 の 問題 と して 統合

され 、そ の 結果、「対 話の 重要性 が 問題 の 中核 と して位置 づ け られ る よ うに

な っ た ため で あ る と考 え られ る 。

　 こ の よ う に 、
「猫 の 問 題」 を 「地 域 の 対話 の 問題」 とする 構築過 程 を経て、

「磯子 区猫の 飼育ガ イ ドライ ン 」が 制定 され た。興味深い の は 、ガ イ ドライ ン

の 文言 に、 「周辺住 民」 とい うこ とばが頻 出する こ とで あ る。 これ は 、猫飼育

の ため の ル
ー

ル で あ るガ イ ドラ イ ン に 、「地域 で の 対 話 の 重要性 1が 組 み 込 ま

れ たた め で あ る と考え られ る 。 ニ ャ ン ポジウム を通 して 構築 され た 「地域猫」

問題は 、「地域で の 対 話 の 問題」 と して 、その まま、ガ イ ドラ イ ン と し て 成文

化 され た と言え る だ ろ う 。

　
一

方、ガイ ドライ ン 成立後 に発行 された 「い そ こに ゃ んね っ と」も また、r地

域 猫』 活 動 をめ ぐる社 会 問題 の 構築過程の 記録で あ る と 言え る 。 ガ イ ドラ イ

ン 推進協議会 の 会報誌に お い て も、「周辺住民」は重要なキー
ワ

ー ドとな っ て

い る 。い そ こ に ゃ んね っ とで は 、
「地 域 を味方 に つ け」、「周辺住 民 に 認 めて も

ら」 う こ と こ そ が 『地域猫』 活 動 に お い て 必須 であ る こ とが 、再
＝ ．
．強調 され

て い る 。 また、猫被害 に対する 対応 を随時掲載する こ とで 、
「猫嫌悪派」の ク

レイ ム を 、 ガイ ドライ ン 推進 協議会 の 立 場か ら提示 し続 けた 。

　加 えて 、 ボ ラ ン テ ィ ア に よ る 『地域猫』 活動 の 事例紹介 も また 、 新たな ク

レイム 申し立て の 過程で ある と考 え られ る 。
『地域猫』活動 に お い て 、ボ ラン

テ ィ アは、実 際 に地 域で 猫 の 世話 をす る 、 い わ ば実 働 部隊 と して 位 置づけ ら

れ て い る 。 そ の 彼 らの 活 動 に関 して 、 ニ ュ
ー ズ レタ ー で の 紹介文で は 、 「花

壇」、 「模範的住 民 に な る」、
「お しゃ れ 作戦」 等 、

一
見 、 猫 の 世 話 とは 関係な

い 内容 の 紹介 もな されて い る 。 こ れ は、ボラ ン テ ィ ア が 『地域猫』 活動を実

践す る にあ た っ て 、常 に 、「周 辺住 民」の 視点を 内在 させ た 活 動 を行 っ て い る、

とい うク レイム 申し立て と して 位置 づ け る こ とが で き る 。 この よ うなボ ラ ン

テ ィ ア らの 活動事例紹介は、『地域猫』活動 にお い て 「周 辺住 民 」の 視点を 内
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在 させ る具体的な方法 を示 しつ つ 、 『地域猫』 活動 をめ ぐる 問題 を、 「地 域で

の 対話 の 問題」 と して 再構築す る こ とに寄与 して い る と考 え られ る 。

　本研究で は 、社会 問題の 構築主義 の 観点か ら 『地域 猫』 活動 を検討す る こ

とで 、磯子 区 の 事例 にお い て 、 地 域 の 猫 問題 が 、
「周辺 住民」 と の 「対話」 の

問 題 と して 構築 さ れ る 過程 を明 ら か に する こ と が で きた 。また 、ガ イ ドラ イ

ン 成立に よ っ て 構築 された 「地域猫」 問題は 、 成立時 の まま固定され るの で

は な く 、 ニ ュ
ー ズ レ ター で の ク レイ ム 申し立 て を通 して 再構築 され る過 程 を

見 る こ とが で きた 。 地域 における 人 と動物の 関係の 問題 を、地域で の 対話に

開 い た こ と こそ 、 磯子 区の 『地 域猫 』 活 動 の 特 徴 で あ り 、 成功 の秘訣で あ ろ

う 。 また 、 活 動 の 中に 「周辺住 民 の 視点」 を常 に 内在 させ 、 ち ょ っ と した 工

夫 を重ね なが ら、
『地域猫』活動 を 「地域で の 対話 の 問題」 と して 再構築し続

けたボ ラ ンテ ィ ア らの 取 り組み に関す る言 説は 、
『地域 猫』活 動 を地域 に 開 く

ため に、 きわ め て重 要な役割 を果た して い る と言 え る だろ う。
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註

1） 「共生」 とい う言葉は、本来は生態 学 に 出 自を持つ が、現代で は そ の 含意

　 も用法 も複雑多岐に わ た り、本稿で 扱 う限界 を超 えて い る 。本 稿 で は、自

　 然界 に とどま らず 、 人間 と 自然 、 人間同士 の 関係 も含めた語 と して 「共

　 生」 を用 い る 。 精緻 な議論は機会 を改 め ざる を得 な い が 、 本稿で は 、井 上

　 （1998）を援用 し、共生 を、 「他者た る 存在 と の 対立 緊張 を 引き受け つ つ 、

　 そ こか ら豊か な 関係性 を創 出 しよ う と する 営為」 と位置づ け る 。

2） 「磯子 区猫 の 飼育ガイ ドライ ン」 は、以 下の ウ ェ ブサ イ ト上 に も抄録 され

　 て い る 。

　 http：〃www ．city．yokohama ．jp！me ！isogo！seikatsu ！tikineko．html

3） 本稿 の 審査 の 過程にお い て 、査読者か ら、も っ と独 自に デー タ を収集 し、

　 当事者 の 生 の 声 を踏 まえ た分析が 必要 な の で は な い か との指摘を頂 い た 。

　 本研究で は 、主 に数年前に 生成 され た対話の 構築過 程 を検討 対 象 と した た

　 め、既 存の ドキ ュ メ ン トに頼 らざる を得なか っ た 。 問題 をめ ぐる対話 の 動

　 態 を よ り詳細 に検討す る た め に は、 既存 の ドキ ュ メ ン トの 分析だけで な
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「
地域猫」 活動 に お け る 「対話1 の 構築過程

　　く、当事者 へ の イン タ ヴ ュ
ー

や 参与観察等 の 方法 も必要 とな るで あ ろ う。

　 筆者は、現在 も横浜 市で の 『地域猫』活動 に対 して 調査 を継続 し、関係 者

　 に対す る イ ン タヴュ
ー

や活動 へ の 参与観察を重ねて い る 。 本研究で の 知見

　 を踏 まえた 『地 域猫』活動 を め ぐる対話の 展開に つ い て は 、別 稿 に て 考察

　 を続 け た い 。

4） 「地域猫」 とい う名称 自体は、平成 3年頃か ら、磯 f区汐見台地区 で 実施

　 され て い た猫対 策の 取 り組 み にお い て 、既 に用い られ て い た。しか し、ガ

　 イ ドライ ン作成 に 当た っ て の 議論の 中で 「地域猫」とい う こ とばが用 い ら

　 れ た の は 、 こ こで の ク レ イム が 最 初で あ る 。
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Constructing process of  dialogues concerned  with

                   
"community

 cats":

              A  case  stlldy  in Isogo ward,.Yokohama  city

               KATO,  Kensuke

(Graduate school  ofHuman  Sciences, Osaka University)

                              Abstract

    In this study,  l investigated claim-making  process concerned  with  cats-breeding

in urban  area. In concrete,  I conducted  documents analysis  and  examined  changing

process of  several  different claims.

    In these days, pets-breedi'ng has become  a  big social  problem in urban  area,

Japan. The  case  of  community  cats  in Isogo Ward,  Yokohama  city  has come  to

public notice  as pioneer te settle this problem, In this case,  the residents,  public

servants,  and  veterinaries  had symposium  to discuss cat  problem in their commu-

nity,  and  instituted guideline to breed ownerless  cats  by the residents.

    I examined  documents before and  after  establishment  of  the guideline. The

fbrmer is the report  of  this symposium,  and  the latter is newsletter  of  committee

promoting the guideline. These documents were  examined  as  claims-making  process,

and  the features ofclaims  in these documents were  abstracted.

    There are  two  characteristic  claims  in the report  of  symposium:  cat-exclusion

claims,  and  cat-protection  claims.  It was  fbund that these two  claims  were  mediated

throughthissymposium,andtheparticipantsredefined  catproblem  as community

problem  . On  the other  hand, 3 characteristic  claims  were  fbund in the newsletter.

Those claims  including neighbors'  claims  were  made  through  volunteer  activities.

Key words  : community  cats, volunteer,  dialogues,

           constructionism  on  social  problems
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